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駅弁紀行

元祖 かに寿しC O N T E N T S

特
集ワ

イ
ド
Ｆ
Ｍ
を

聴
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

地
方
の
か
が
や
き

茨
城
県

阿
見
町

M
I
C
N
E
W
S
01	

11
月
9
日
（
月
）
か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

こ
の
機
会
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

M
I
C
N
E
W
S
02	

テ
レ
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

確
実
に
実
施
で
き
て
い
ま
す
か
？

M
I
C
N
E
W
S
03	

多
言
語
音
声
翻
訳
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
3
回
）
の
開
催

︱
「
言
葉
の
壁
」
を
な
く
す

　

新
し
い
ア
イ
デ
ア
・
試
作
品
を
募
集
し
ま
す
︱

M
I
C
N
E
W
S
04	

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｐｏ
ｌ
ｉｃｙ
Ｈ
Ｐ

（
総
務
省
英
文
情
報
通
信
サ
イ
ト
）
を

全
面
的
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
た
う
え
、

多
言
語
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
政
策
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

毎
年
11
月
初
旬
に
漁
の
解
禁
が
さ
れ
る

の
が
、
冬
の
味
覚
と
し
て
も
知
ら
れ

る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
、
松

葉
ガ
ニ
、
越
前
ガ
ニ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

漁
期
が
秋
か
ら
初
夏
と
や
や
長
く
、
か
に
寿

司
や
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
加
工
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
。

そ
の
水
揚
げ
量
全
国
1
位
が
、
鳥
取
県
の
境

港
で
す
。
今
で
は
、
冷
凍
技
術
な
ど
に
よ
り
、

一
年
中
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
て
い
る
弁
当
、「
元
祖
か
に

寿
し
」
は
、
地
元
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
か

に
の
身
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
鳥
取
の
名
物
弁

当
。
八
角
形
の
容
器
は
、
か
に
の
甲
羅
に
似

せ
て
作
っ
た
物
で
、
全
国
で
一
番
最
初
に
考

案
し
、
使
用
を
開
始
し
た
そ
う
で
す
。鳥取ではベニズワイガニを「紅ガニ」と呼ぶ

ように、茹でる前から赤いのも特徴。漁期は
9 月〜 6 月で、カニかごを使って獲ります。

販売駅…JR 鳥取駅
取材協力…アベ鳥取堂

41420 1822 21

広報誌をスマホなどで閲覧できます
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〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2（中央合同庁舎 2 号館）
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鳥 取

茹でなくても赤い
ベニズワイガニ

四季折々の日本の祭り 茨城県　阿見町

全
町
民
で
つ
く
り
上
げ
る

一
大
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

平
成
２
年
８
月
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一

環
と
し
て
企
画
さ
れ
た「
ま
い
・
あ
み
・
ま
つ
り
」

も
年
々
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
全
町
民
上
げ
て
の

ビ
ッ
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
リ
ー
ト
で
の
お
神
輿
、
盆
踊
り
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
子

ど
も
た
ち
の
シ
ョ
ー
や
太
鼓
演
技
な
ど
、
毎

年
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

折
か
ら
収
穫
時
期
を
迎
え
た
ス
イ
カ
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
霞
ケ
浦
の
水
産
物
な
ど
を
販
売
す

る
模
擬
店
も
軒
を
並
べ
、
町
内
外
か
ら
の
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

開催日：例年 8 月第１土曜・日曜
※令和 2 年 8 月に予定されていた「まい・あみ・まつり」は、

開催中止となりました。
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特集

特集 ワイドＦＭを聴いたことはありますか？

1　ワイドＦＭ（ＦＭ 補完放送）とは
2　ＦＭ補完中継局とは
3　ワイドＦＭの特徴やＡＭ放送との違い
4　ワイドＦＭを聴くことができる受信機について
5　ワイドＦＭに関する制度整備の経緯
6　ＦＭ補完中継局の整備に対する総務省の支援策
7　ＦＭ補完中継局の整備状況
8　ワイドＦＭの周知広報の実績
9　災害に備えるために

ワイドＦＭを
聴いたことはありますか？

今年から全国で聴くことができるようになりました。

インデックス

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
（
Ｆ
Ｍ
補
完
放
送
）

と
は
、
Ａ
Ｍ
放
送
局
の
放
送
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
難
聴
対
策
や
災
害
対
策

の
た
め
に
、
新
た
に
Ｆ
Ｍ
放
送
用

と
し
て
使
用
可
能
と
し
た
周
波
数

（
90
・
０
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
を
加

え
た
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数
（
76
・

１
～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
よ
り
Ａ
Ｍ 

放
送
の
放
送
番
組
を
放
送
す
る
も
の

で
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
の
音
質
は
、
ど
の
電

波
で
聴
い
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
実
は
、
Ｆ
Ｍ
波
の

方
が
Ａ
Ｍ
波
よ
り
も
雑
音
が
入
り
に

く
く
、
よ
り
ク
リ
ア
な
音
で
ラ
ジ
オ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
波
で
Ａ
Ｍ
放
送
が
聴
け
る
、

そ
ん
な
魔
法
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
、

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
す
。
ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
中
、
山
間
部
と
い
っ
た
Ａ

Ｍ
放
送
の
電
波
が
届
き
づ
ら
い
場
所

で
も
、
Ｆ
Ｍ
波
で
Ａ
Ｍ
放
送
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
な

ら
、
今
ま
で
聴
こ
え
づ
ら
か
っ
た
場

所
ま
で
、
ラ
ジ
オ
に
と
っ
て
良
好
な

環
境
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ

の
特
徴
だ
け
で
は
な
く
、
ワ
イ
ド
Ｆ

Ｍ
の
制
度
が
整
え
ら
れ
た
経
緯
や
総

務
省
の
支
援
策
等
を
紹
介
し
ま
す
。

改
め
て
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
に
興
味
を
抱

い
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
は
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局

か
ら
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
補

完
中
継
局
と
は
、
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送

の
放
送
対
象
地
域
に
お
い
て
、
親
局

ま
た
は
中
継
局
の
放
送
区
域
内
の
難

聴
対
策
や
災
害
対
策
の
た
め
に
整
備

さ
れ
た
Ｆ
Ｍ
方
式
の
中
継
局
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

ワイドＦＭ（ＦＭ 補完放送）とは

ＦＭ補完中継局とは

1

2

AM親局・中継局とFM補完中継局の関係イメージ
AM親局・中継局とFM補完中継局は、全く同じ番組を放送



AAMM放放送送ととFFMM放放送送のの違違いい

AM放送 FM放送
建物内 聞こえにくい 聞こえやすい

山影 回り込み易い → 聞こえる 回り込みにくい → 聞こえない

送信アンテナの設置場所 川辺など広い敷地 山頂や鉄塔

【波波長長】】 空空間間をを伝伝わわるる波波（（波波動動））のの持持つつ周周期期的的なな長長ささ 波長＝電波（光）の速度／周波数

・・ＡＡＭＭ（（ＮＮＨＨＫＫ第第１１））のの場場合合 ３×１０８（m/s）/（５９４×１０3 （Hz））＝５０５ （m） 約５００（m） ・・ＦＦＭＭ（（ＮＮＨＨＫＫＦＦＭＭ））のの場場合合 ３×１０８（m/s）/（８２．５×１０6 （Hz））＝３．６ （m） 約４（m）

ＦＦＭＭ放放送送局局

ＡＭ放送

ＦＦＭＭ波波ＦＭ放送

波波長長約約４４ｍｍののアアンンテテナナ
（ＡＭに比べ小型）

ＦＦＭＭ放放送送局局

波波長長約約５５００００ｍｍのの大大型型アアンンテテナナ
（短縮アンテナ：１００ｍ強程度）

ＡＡＭＭ放放送送局局

ＡＭ放送

地形的原因で生じる遮へい
による電界強度の低下

ＡＡＭＭ波波

ＦＦＭＭ波波
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特集 ワイドＦＭを聴いたことはありますか？

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
取
す
る
に

は
、
従
来
の
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数

（
76
・
１
～
89
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
加

え
て
、
新
た
に
Ｆ
Ｍ
放
送
用
と
し
て

使
用
可
能
と
し
た
周
波
数
（
90
・
０

～
94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
に
対
応
し
た
ラ

ジ
オ
受
信
機
が
必
要
で
す
。
お
手
持

ち
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
対
応
周
波
数

帯
域
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
で
は
、
Ａ
Ｍ
波
で
は

電
波
が
届
き
づ
ら
い
建
物
の
中
や
高

層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た
場
所
、
Ａ
Ｍ
放

送
局
か
ら
の
距
離
が
遠
く
、
そ
の
上
、

山
な
ど
の
影
に
な
っ
て
い
る
場
所
で

も
放
送
が
聞
こ
え
や
す
い
で
す
。
ま

た
、
外
国
か
ら
届
く
電
波
の
影
響
を

受
け
て
放
送
内
容
が
聴
こ
え
な
い
Ａ

Ｍ
波
が
あ
る
場
合
、
周
波
数
の
異
な

る
Ｆ
Ｍ
波
で
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
放
送
は
、
５
２
６
・
５
～

１
６
０
６
・
５
ｋ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を

使
用
し
、
Ｆ
Ｍ
放
送
は
、
76
・
１
～

94
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
の
周
波
数
を
使
用
し

ま
す
。
周
波
数
や
変
調
方
式
の
違
い

に
よ
り
、
電
波
の
届
く
範
囲
等
が
異

な
り
ま
す
。
特
に
音
質
は
、
Ａ
Ｍ
波

に
比
べ
て
Ｆ
Ｍ
波
の
方
が
雑
音
が
少

な
く
、
ク
リ
ア
な
音
で
放
送
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
送
信

周
波
数
と
の
関
係
か
ら
大
型
で
あ
り
、

ま
た
、
伝
導
率
の
高
い
土
地
（
多
く

の
水
分
を
含
ん
だ
土
地
）
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
海
や
河
川
の
近
く
の
広

い
土
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｆ

Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
は
基
本
的
に
は

高
層
建
築
物
や
山
頂
と
い
っ
た
高
所

に
設
置
さ
れ
る
た
め
、
津
波
や
洪
水

の
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
低
い
こ

と
も
特
徴
で
す
。

ワイドＦＭの特徴やＡＭ放送との違い

ワイドＦＭを聴くことができる受信機について

3

4 臨場感あふれる
FMステレオ放送！

ビル等に囲まれた
場所でも！

建築物の影響で受信環境が
悪くても大丈夫

海外電波からの
混信回避も！

海外電波と異なるFM電波で改善

放送局が遠い
山間部でも！

電波が届きにくい地域の
受信環境を改善

海岸部の、
災害時でも！

アンテナが高い場所にあるから安心

FMの電波だから、
音がクリア！

高いビルや
マンションでも聴ける！

AM放送とFM放送の違い

ワイドFM対応受信機イメージ
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特集 ワイドＦＭを聴いたことはありますか？

【民放ラジオ難聴解消支援事業】
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/housou_suishin/hosonet_
kyojinka02.html

【放送ネットワーク整備支援事業（地上基幹放送ネットワーク整備事業）】
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/housou_suishin/hosonet_
kyojinka01.html

　

放
送
は
、
生
活
に
密
着
し
た
情
報

提
供
手
段
で
あ
り
、
輻ふ
く

輳そ
う

（
通
信
回

線
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
が

集
中
し
、
通
信
や
通
話
が
で
き
な
く

な
る
状
態
）
に
よ
る
情
報
伝
達
の
途

絶
が
無
く
、
か
つ
即
時
性
、
説
得
性

が
高
い
特
性
か
ら
、
災
害
時
に
お
け

る
住
民
の
方
々
の
生
命
・
財
産
の

安
全
確
保
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
受
信

機
が
電
池
の
み
で
長
時
間
稼
動
す
る

ラ
ジ
オ
は
、
停
電
時
に
お
い
て
も
情

報
入
手
が
可
能
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、「
フ
ァ
ー

ス
ト
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ー
（
第
一
情
報

提
供
者
）」
と
し
て
、
い
ち
早
く
災

害
情
報
を
地
域
へ
提
供
し
、
住
民
の

方
々
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
Ａ
Ｍ
ラ
ジ

オ
放
送
は
、
従
来
の
地
理
的
・
地
形

的
難
聴
や
外
国
波
混
信
に
加
え
て
、

電
子
機
器
の
普
及
や
建
物
の
高
層

化
・
堅
牢
化
等
に
よ
る
都
市
型
難
聴
、

送
信
所
の
老
朽
化
や
防
災
対
策
、
厳

し
い
経
営
環
境
等
、
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
平
成

25
年
２
月
よ
り
「
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
靱
化
に
関
す
る
検
討
会
」
に

お
い
て
、
ラ
ジ
オ
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
強
化
す
る

か
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の

検
討
結
果
が
平
成
25
年
７
月
に
と
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
り
ま
と
め
の
中
で
は
、
Ａ
Ｍ
ラ

ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、
津
波
や
洪

水
と
い
っ
た
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性

が
指
摘
さ
れ
、
難
聴
対
策
・
災
害
対

策
の
た
め
の
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
に
お

け
る
Ｆ
Ｍ
波
の
利
用
促
進
等
が
提
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
総
務
省
は

平
成
26
年
１
月
に
「
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放

送
を
補
完
す
る
Ｆ
Ｍ
中
継
局
に
関
す

る
制
度
整
備
の
基
本
的
方
針
」
を
作

成
・
公
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
は
こ
の
基
本
的
方
針
に
基

づ
き
、
平
成
26
年
４
月
１
日
に
、
Ａ

Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
の
「
都
市
型
難
聴
対

策
」・「
外
国
波
混
信
対
策
」・「
地
理

的
・
地
形
的
難
聴
対
策
」・「
災
害
対

策
」
と
し
て
、
Ｆ
Ｍ
波
を
使
用
し
た

Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
の
開
設
を
可
能
と

す
る
た
め
の
制
度
整
備
（「
基
幹
放

送
用
周
波
数
使
用
計
画
」の
変
更
等
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
各
地
域
で
Ｆ
Ｍ

補
完
中
継
局
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

令
和
２
年
３
月
か
ら
は
全
都
道
府
県

で
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
順

次
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
の
放
送
エ
リ
ア
は

拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局

の
整
備
等
を
推
進
す
る
た
め
、
民
放

ラ
ジ
オ
難
聴
解
消
支
援
事
業
及
び
放

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
支
援
事
業

（
う
ち
地
上
基
幹
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

民
放
ラ
ジ
オ
難
聴
解
消
支
援
事
業

で
は
、従
来
か
ら
あ
る
外
国
波
混
信
、

地
理
的
・
地
形
的
難
聴
に
加
え
、
近

年
、
都
市
部
で
増
加
し
て
い
る
建
築

物
に
よ
る
遮
へ
い
や
電
気
雑
音
の
影

響
等
に
よ
る
難
聴
へ
の
対
策
を
（
図

の
う
ち
、「
①
都
市
型
難
聴
対
策
」・

「
②
外
国
波
混
信
対
策
」・「
③
地
理

的
・
地
形
的
難
聴
対
策
」）、放
送
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
支
援
事
業
で
は
、
災

害
対
策
と
し
て
の
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局

の
整
備
を
（
図
の
う
ち
、「
④
災
害

対
策
」）、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
事
業
の

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
す
る
た
め
に
は
広
大
な
土
地
が

必
要
で
あ
り
、
海
や
河
川
の
近
く
に

設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
津
波
や
洪
水
等

の
被
害
を
受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、

比
較
的
高
台
や
せ
ま
い
土
地
に
も
送

信
設
備
を
設
置
し
や
す
い
Ｆ
Ｍ
補
完

中
継
局
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
災
害

対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ワイドＦＭに関する制度整備の経緯ＦＭ補完中継局の整備に対する総務省の支援策 56

東日本大震災発生後、最初に利用したメディア

【出典】NHK 放送文化研究所「放送研究と調査」2011 年 9 月号
※調査概要：岩手、宮城、福島、青森、茨城　男女 計 3,152 名を対象
　対象のうち、79％は「地震発生後、電気の供給が止まった」と回答

ラジオ
51％

テレビ	
21％

ワンセグ
19％

インターネット
7％

新聞　1％ その他　1％

FM補完中継局整備への支援措置

ワンセグ：携帯電話やカーナビ
等の移動する通信機器で、地上
波デジタル放送を受信しやすい
ように設計したサービスのこと
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特集 ワイドＦＭを聴いたことはありますか？

　

令
和
２
年
３
月
末
現
在
、
ワ
イ
ド

Ｆ
Ｍ
は
全
国
に
１
３
０
局
以
上
あ
る

Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
か
ら
放
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
放
送
エ
リ
ア
や
受
信
環
境

に
よ
り
受
信
で
き
な
い
地
域
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
順
次
、
ワ
イ
ド
Ｆ

Ｍ
の
放
送
エ
リ
ア
は
拡
大
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/housou_suishin/fm-list.html

以下のWebサイトでは、全国の民放ＦＭ補完中継局及び民放ＦＭ局の一覧を紹介しています。新たにＦＭ
補完中継局が開局され次第、一覧は更新していますので、お住いの地域等でワイドＦＭを聴くことができる
周波数を、ぜひ探してみてください。

ＦＭ補完中継局の整備状況7

㉘【岩手県】	 平成 28 年12 月22日	 90.6	 ＩＢＣ岩手放送
㉙【鳥取島根】	平成 29 年３月１日	 92.2	 山陰放送
㉚【福島県】	 平成 29 年３月２日	 90.8	 ラジオ福島
㉛【福井県】	 平成 29 年３月28日	 94.6	 福井放送
㉜【宮城県】	 平成 29 年４月20日	 93.5	 東北放送
㉝【青森県】	 平成 29 年９月28日	 91.7	 青森放送
㉞【沖縄県】	 平成 29 年12 月15日	 92.1	 琉球放送
㉟【沖縄県】	 平成 29 年12 月15日	 93.1	 ラジオ沖縄
㊱【山梨県】	 平成 29 年12 月21日	 90.9	 山梨放送
㊲【栃木県】	 平成 29 年12 月26日	 94.1	 栃木放送
㊳【岐阜県】	 平成 30 年３月７日	 90.4	 岐阜放送
㊴【岡山県】	 平成 30 年３月12日	 91.4	 山陽放送
㊵【滋賀京都】	平成 30 年３月16日	 94.9	 京都放送
㊶【長野県】	 平成 30 年３月19日	 92.2	 信越放送
㊷【徳島県】	 平成 30 年９月18日	 93.0	 四国放送
㊸【山形県】	 平成 30 年９月28日	 92.4	 山形放送
㊹【兵庫県】	 平成 31年３月18日	 91.1	 ラジオ関西
㊺【高知県】	 令和２年２月10日	 90.8	 高知放送
㊻【香川県】	 令和２年２月16日	 90.3	 西日本放送
㊼【神奈川県】	令和２年３月16日	 92.4	 ｱｰﾙ ･ｴﾌ ･ ﾗｼﾞｵ日本

【開局】※日付は免許日、数値は周波数（MHz）

【開局】※日付は免許日、数値は周波数（MHz）
①【富山県】	 平成 26 年11月26日	 90.2	 北日本放送
②【愛媛県】	 平成 26 年11月26日	 91.7	 南海放送
③【鹿児島県】	平成 26 年12 月22日	 92.8	 南日本放送
④【秋田県】	 平成 27年２月26日	 90.1	 秋田放送
⑤【山口県】	 平成 27年７月８日	 92.3	 山口放送
⑥【茨城県】	 平成 27年８月13日	 94.6	 茨城放送
⑦【中京広域】	平成 27年９月25日	 93.7	 ＣＢＣラジオ
⑧【中京広域】	平成 27年９月25日	 92.9　東海ラジオ放送
⑨【佐賀長崎】	平成 27年９月25日	 92.6	 長崎放送
⑩【新潟県】	 平成 27年10月20日	 92.7	 新潟放送
⑪【広島県】	 平成 27年11月25日	 94.6	 中国放送
⑫【関東広域】	平成 27年12 月７日	 91.6	 文化放送
⑬【関東広域】	平成 27年12 月７日	 90.5	 ＴＢＳラジオ
⑭【関東広域】	平成 27年12 月７日	 93.0	 ニッポン放送
⑮【近畿広域】	平成 28 年２月29日	 93.3	 朝日放送
⑯【近畿広域】	平成 28 年２月29日	 90.6	 毎日放送
⑰【近畿広域】	平成 28 年２月29日	 91.9	 大阪放送
⑱【福岡県】	 平成 28 年３月18日	 91.0	 ＲＫＢ毎日放送
⑲【福岡県】	 平成 28 年３月18日	 90.2	 九州朝日放送
⑳【宮崎県】	 平成 28 年３月22日	 90.4	 宮崎放送
㉑【熊本県】	 平成 28 年４月20日	 91.4	 熊本放送
㉒【和歌山県】	平成 28 年５月16日	 94.2	 和歌山放送
㉓【大分県】	 平成 28 年６月16日	 93.3	 大分放送
㉔【石川県】	 平成 28 年７月27日	 94.0	 北陸放送
㉕【北海道】	 平成 28 年10月19日	 91.5	 北海道放送
㉖【北海道】	 平成 28 年10月19日	 90.4	 ＳＴＶラジオ
㉗【静岡県】	 平成 28 年11月30日	 93.9	 静岡放送

この表示は県域放送のみが開局している
状態を表す。

この表示は広域放送のみが開局している
状態を表す。

この表示は広域放送が開局しており、県
域放送も開局している状態を表す。
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特集 ワイドＦＭを聴いたことはありますか？

　

平
成
29
年
度
よ
り
周
知
広
報
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
の
Ａ
Ｍ
ラ

ジ
オ
放
送
局
、
各
総
合
通
信
局
等
で

の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
、
新

聞
広
告
へ
の
掲
載
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
総
務
省
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る

Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
配
信
等
を
通
じ
て
、
周

知
広
報
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
平
成
30
年
度
作
成
の
Ｗ
ｅ
ｂ
動

画
に
つ
い
て
は
、
掲
載
中
の
視
聴
回

数
が
約
60
万
回
と
な
り
、
国
民
の

方
々
に
広
く
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
す
べ
て
の
Ａ
Ｍ

ラ
ジ
オ
放
送
局
が
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
に
対

応
す
る
こ
と
を
見
据
え
て
、「
ワ
イ

ド
Ｆ
Ｍ
全
国
展
開
へ
！
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
設
定
し
、
令
和
２
年
２
月
25

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
を
「
ワ
イ
ド

Ｆ
Ｍ
広
報
強
化
期
間
」
と
し
て
周
知

広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
の
作
成
は
継

続
し
つ
つ
、
新
た
に
電
車
内
で
の
動

画
広
告
の
放
映
も
行
い
ま
し
た
。
同

年
度
に
作
成
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
に
関

し
て
は
、
現
在
も
左
ペ
ー
ジ
に
記
載

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
視
聴
可
能
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
も
新
た
に
ポ

ス
タ
ー
や
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
の
作
成
、
電

車
内
動
画
広
告
の
実
施
を
計
画
中
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
完
成
後
、
令
和
３
年

３
月
ま
で
に
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
は
地
震
や
豪
雨
災
害

等
、
大
き
な
被
害
を
伴
う
災
害
が
日

本
全
国
で
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
が

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
、
受

信
機
が
電
池
の
み
で
長
時
間
稼
動
す

る
ラ
ジ
オ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

　

従
来
の
Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
だ
け

で
は
な
く
、
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
取
で

き
る
受
信
機
が
あ
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
時
に
情
報
を
絶
え
ず
得
ら
れ
る
可

能
性
が
よ
り
一
層
高
ま
り
ま
す
。
日

常
か
ら
ぜ
ひ
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
い
て

い
た
だ
き
、
災
害
等
の
不
測
の
事
態

が
起
き
た
と
し
て
も
、
支
障
な
く
ラ

ジ
オ
を
聴
け
る
よ
う
に
備
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
は
、
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
の

整
備
等
に
対
す
る
支
援
や
、
ワ
イ
ド

Ｆ
Ｍ
の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
の
周

知
広
報
活
動
に
、
今
後
も
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【ワイドＦＭ周知広報動画
「～ワイドＦＭ全国展開へ！～」（その１）】
https://youtu.be/5U3dq2A0rok

【ワイドＦＭ周知広報動画
「～ワイドＦＭ全国展開へ！～」（その２）】
https://youtu.be/lNEefqG1L4M

ワイドＦＭ周知ポスター

電車内動画広告

Web動画

【ワイドＦＭ周知広報動画
「～ワイドＦＭ全国展開へ！～」（15 秒）】
https://youtu.be/xBnBbYO4OJ4

ワイドＦＭの周知広報の実績8

災害に備えるために9

Web 動画はこちら
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見

広
大
な
霞
ケ
浦
に
臨
み
、
東
西
11
㎞
、
南

北
９
㎞
の
広
が
り
を
持
つ
阿
見
町
は
、

平
均
海
抜
21
ｍ
の
お
お
む
ね
平
坦
な
地
形
か
ら

な
り
、
台
地
を
中
心
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
内
に
点
在
す
る
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
や
縄

文
時
代
の
貝
塚
、
古
墳
な
ど
は
、
こ
の
地
で
古

く
か
ら
の
人
の
営
み
が
続
い
て
き
た
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　

台
地
部
の
阿
見
原
は
、
明
治
時
代
の
後
期
か

ら
開
拓
が
進
め
ら
れ
、
豊
か
な
農
村
地
帯
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
、
大
正
時
代
に
は
海
軍
の
霞
ケ

浦
飛
行
場
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
急
速
に
発
展
し
た
茨
城
南
部
に
お
い

て
も
特
に
阿
見
町
は
首
都
ま
で
60
㎞
、
成
田
国

際
空
港
ま
で
30
㎞
と
い
う
好
位
置
に
あ
り
、
工

場
の
誘
致
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の

建
設
に
と
も
な
い
、
町
内
に
2
か
所
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
、
さ
ら
に
平
成
29
年
に

茨
城
県
内
の
全
区
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り

交
通
利
便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

豊
富
な
水
資
源
や
平
坦
で
肥
沃
な
土
地
、
年

間
を
通
し
て
穏
や
か
な
気
候
な
ど
の
条
件
に
恵

ま
れ
た
阿
見
町
は
農
業
生
産
も
盛
ん
で
、
町
の

名
を
冠
し
た
「
阿
見
グ
リ
ー
ン
メ
ロ
ン
」
や
銘

柄
産
地
の
指
定
を
受
け
た
れ
ん
こ
ん
、
す
い
か

な
ど
特
産
品
が
多
く
あ
り
、「
常
陸
秋
そ
ば
」

の
産
地
化
に
向
け
た
取
組
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
観
光
客
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
い
ち

ご
な
ど
の
果
物
狩
り
や
農
業
体
験
も
人
気
で
す
。

筑
波
山
を
望
む

霞
ケ
浦
の
湖
畔
の
ま
ち
の

平
和
へ
の
祈
り

あ
み
ま
ち

茨
城
県

町
湖面の彼方の山体は町を象徴する
風景。令和 5 年度完成予定の導
水事業による水質改善で「泳げる
霞ケ浦」への期待も高まる。

人口：4 万 7,886 人（令和 2 年 9 月 1 日）
町木：サクラ
町花：キク
町の鳥：ウグイス
町役場所在地：茨城県稲敷郡阿見町中央
　　　　　　　一丁目 1 番 1 号

阿 見 町 D A T A

地
方

のかがや
き

阿

　

阿
見
町
は
茨
城
県
の
南
部
に
位
置
し
、

日
本
第
２
位
の
面
積
を
誇
る
霞
ケ
浦
の
南

に
面
す
る
ま
ち
で
す
。

　

大
正
時
代
に
は
霞
ケ
浦
海
軍
航
空
隊
が

設
置
さ
れ
、
昭
和
に
入
る
と
航
空
機
搭
乗

員
の
養
成
機
関
で
あ
る
海
軍
飛
行
予
科
練

習
部
、
い
わ
ゆ
る
「
予
科
練
」
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

戦
後
は
住
宅
団
地
、
工
業
団
地
が
多
く

立
地
し
、
現
在
は
東
京
医
科
大
学
茨
城
医

療
セ
ン
タ
ー
、
茨
城
大
学
農
学
部
、
茨
城

県
立
医
療
大
学
な
ど
、
医
療
や
教
育
に
関

連
す
る
機
関
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
職
・
住
が
調
和
し
た
環

境
の
な
か
で
、
地
域
社
会
を
守
り
育
て
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

阿
見
町
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
、
訪
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。 豊

か
な
自
然
と
職
・
住
が

調
和
し
た
環
境
の
な
か
で阿見町長

千葉 繁

雄大なロケーション
霞ケ浦と筑波山

約 200 種類の商品を製造
する工場。VR による製造
工程の視覚体験などでチー
ズやマーガリンについて楽
しく学べる。

お年寄りが集まり、陶芸、
布細工などの趣味などを通
して仲間をつくる憩いの
場。完成した作品は町のイ
ベントで販売する。

特産品のれんこんをはじめ
季節の味覚を取りそろえて
例年 10 月下旬から 11 月
中旬に開催。ハロウィンイ
ベントなども企画される。

「ホースライディングスク
エアー エボルブルス」で
は未経験者が手ぶらで乗馬
を体験できる。ポニーやヤ
ギとの触れ合いも。

ビギナーからエキスパート
まで楽しめるボルダリング
のコースが多数設置された

「ROCKY」。4 歳以上が利
用可。

霞ケ浦の湖畔にある湖岸道
路と「つくば霞ケ浦りんり
んロード」を結ぶ 180㎞
のサイクルルートのうち
7.4㎞が阿見町のエリア。

VＲ工場見学を実施
雪印メグミルク工場

趣味と憩いの場
スペースじじばば

特産品を堪能
まい・あみ・れんこんマルシェ

手ぶらで参加できる
乗馬体験

県内最大級の施設
ボルダリング

湖畔を疾走
つくば霞ケ浦りんりんロード

阿見町

水戸市

霞ヶ浦

※令和 2 年は中止

※新型コロナウイルスの国内感染拡大防止のため
見学中止中
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茨城県

阿見町

あみプレミアム・アウトレットとまちづくり

「いぶきの丘阿見東」開発

平
成
21
年
に
開
業
し
た
「
あ

み
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
」
は
国
内
外
の
ブ
ラ
ン
ド

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
雑
貨
、
飲
食

な
ど
約
１
６
０
店
舗
と
い
う
巨
大

な
ス
ケ
ー
ル
で
、
圏
央
道
の
阿
見

東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
近
い
、

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

フ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
角
に

は
「
あ
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
阿
見
の
観

光
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
「
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
」
を
含
む
「
い
ぶ
き

の
丘
阿
見
東
」
エ
リ
ア
で
は
大
規

模
な
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
業

務
用
地
の
分
譲
が
進
み
、
広
大
な

公
園
の
あ
る
良
好
な
環
境
の
住
宅

街
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

農業プロジェクトを実施

東京農業大学連携事業

アメリカ西海岸をイメージした「あみプレミアム・アウトレット」。

「みんなが主役のまちづくり」

町民討議会と地域予算制度

地
方

のかがや
き

自然と調和した「いぶきの丘阿見東」の全景。 6ha の「ふれあいの杜公園」が整備されている。

阿見の観光ガイド

発掘した観光資源を紹介
　阿見町役場（あみ観光協会）に連絡すれば、｢とって
おきの阿見町｣ ｢知られざる阿見町｣ を案内してくれる
のが阿見観光ガイドのボランティアガイドです。会長の
安部次男さんは「町の軍事施設の多くが戦後、教育や医
療の施設に替わりました。阿見町にはこうした知られざ
る歴史があります」と言います。会員は町の自然や文化、
歴史、物産を学び、観光資源を発見、発掘して観光コー
スづくりに生かしており、地元出身で幹事を務める筧

かけひ

田
だ

聡さんは「史実に沿ったことをしっかり伝えることを心
がけています」と語ります。

ボランティアが町の史
跡や四季折々の景観を
ガイドする。

　平成 29 年度に東京農業大学や阿見町の産学官連
携事業として農林水産省の採択を受けた「農業女子
プロジェクト」が始まり、阿見町は学生の農業実習
の受け入れなどに取り組んできました。こうした経
緯を踏まえ、昨年 3 月、東京農業大学と阿見町は、
地域資源を活用した 6 次産業化や人材育成などを
柱とする地域連携協定を締結しています。活動の一
環として阿見町産のれんこんやそばなどを活用した
メニューを東京都港区の福祉施設で販売したところ、
連日売り切れになるほどの好評を博しました。

「農業女子プロジェ
クト」では阿見町を
フィールドに農業実
習を行った。

予科練平和記念館
戦争の歴史を記録

　海軍が大正 10 年、阿見原に開設した霞ケ浦飛行場は東洋一の飛
行場と呼ばれ、昭和 4 年には飛行船ツェッペリン伯号が、昭和 6
年には大西洋単独無着陸飛行に初成功した C. リンドバーグとその
妻が訪れています。
　昭和 14 年、この飛行場のある阿見町に少年航空兵の養成機関で
ある予科練が横須賀市から移転し、14 歳半から 17 歳までの少年
の基礎訓練が行われることになり、戦争が終わるまでに 24 万人が
入隊し、そのうち 2 万 4,000 人が戦地に赴きました。
平成 22 年に開館した予科練平和記念館では予科練などの戦史を展
示しています。命の尊さや平和の大切さを伝えるこの施設に町内外
から多くの来館者が訪れています。

予科練平和記念館の外観。
平 成 30 年 9 月 に 来 館 者
50 万人を達成した。

開館 5 周年記念事業で製
作した実物大の零式艦上戦
闘機二一型。

阿見の語り部
戦争体験を伝える

自らの戦争体験を通して平和の大切さを訴える戸
張さん。右は予科練時代。

　小さな声を拾い、地域のことは地域で行うことを目指して「町民討議会」
と「地域予算制度」の取組を始めました。
　町民討議会は、無作為抽出の町民により毎回違うメンバーで実施し、「住
みたいまちってどんなまち？」など、あるテーマに対して意見を出し合う
場を提供し、広く町民の声を聴くとともに地域のリーダーとなる人材の育
成と発掘につなげていきます。討議会の結果は、広く町民にお伝えすると
ともに行政内部で共有し活用していきます。
　また、地域予算制度（町民参加型予算）は、地域の課題を旧小学校地区
に設置する「地域づくり会議」で話し合い、地域からの要望を町に挙げる
仕組みをつくり、自治意識の醸成とリーダー育成を図っていきます。
　旧小学校区（８地域）を単位として、地域に設置する「地域づくり会議」
は各行政区（自治会）の代表 2 人が委員となり、１地域当たり 12 ～ 24
人で構成されます。地域で必要なことを協議して、自分たちでできること
は自分たちで行い、支援が必要なものは町へ予算確保を要望します。

　昭和 3 年に阿見町で生まれた戸
と

張
はり

礼
れい

記
き

さんは 16 歳で土浦海軍航空隊に
入隊しました。
　「翌年 3 月、青森の三沢航空隊に転
隊し、7 月からは大湊海兵団特別陸戦
隊の一員として、砂浜に穴を掘り、上
陸してきた敵戦車に対して自爆攻撃を
行う土龍作戦の猛烈な訓練を受けまし
た。戦争が終わり、郷里に帰りますと、
山河はそのままでしたが、多くの練習
生が空襲で亡くなっておりました」
　戸張さんは現在、予科練平和記念館
の歴史調査委員として戦史の研究や学
生や自衛隊隊員などへの講話に取り組
んでいます。

町民討議会では「阿見
町の良いところ」と「阿
見町に足りないとこ
ろ」を出し合い、付せ
んに書いていく。

誰が担うべきかという
視点から地域、個人、
行政に分類し、模造紙
に付せんを貼る。



19 182020 November Vol .239 2020 November Vol .239MIC MIC

11
月
9
日
（
月
）
か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

こ
の
機
会
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

地震火災を防ぐポイントについて

MIC NEWS

01　

令
和
元
年
中
の
火
災
に
よ
る
総
死
者
数

は
１
４
８
６
人
で
、
こ
の
う
ち
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
は
８
９
９
人
（
放
火
自
殺

者
を
除
く
）
と
、
昨
年
よ
り
は
減
少
し
た

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
犠
牲
者
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
生

活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

消
防
庁
で
は
、
本
年
11
月
９
日
（
月
）

か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
（
一
部
地
域
を
除

く
）
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
火
災
予
防
運

動
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の

徹
底
、
適
切
な
維
持
管
理
の
必
要
性
、
方

法
等
の
具
体
的
な
広
報
及
び
経
年
劣
化
し

た
機
器
の
交
換
の
推
進
や
、
た
ば
こ
火
災

に
係
る
注
意
喚
起
広
報
の
実
施
を
は
じ
め

　

大
規
模
地
震
発
生
時
に
は
、
火
災
が

同
時
に
多
く
の
地
点
で
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
、
消
防
力
が
不
足
す
る
こ
と
で

消
火
活
動
が
困
難
な
状
態
と
な
り
、
住

宅
密
集
地
等
で
は
大
規
模
な
火
災
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

近
年
の
大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
い

て
は
電
気
に
起
因
す
る
火
災
が
多
く
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
本
震
に
よ
る
火
災
で
は
、
原

因
の
特
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
過
半
数

が
電
気
に
起
因
し
た
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
は
、

広
範
囲
か
つ
長
時
間
に
及
ぶ
停
電
が
発

生
し
て
お
り
、
停
電
か
ら
の
復
旧
後
の

再
通
電
時
に
出
火
す
る
、「
通
電
火
災
」

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

事
前
の
対
策

◦
住
ま
い
の
耐
震
性
を
確
保
す
る

◦�

家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
（
固
定
）

を
行
う

◦
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る

◦�

ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
機
器
の
周
辺
は

整
理
整
頓
し
、
可
燃
物
を
近
く
に
置

と
す
る
「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」
な
ど

を
重
点
目
標
と
し
て
実
施
要
綱
に
定
め
て

い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
点
検
を
実
施
し
、

故
障
・
老
朽
化
し
た
機
器
を
交
換
し
て
く

か
な
い

◦�

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
用

方
法
に
つ
い
て
確
認
す
る

◦�

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
連
動
型
住
宅

用
火
災
警
報
器
な
ど
の
付
加
的
な
機

能
を
併
せ
持
つ
機
器
）
を
設
置
す
る

 

地
震
直
後
の
行
動

◦�

停
電
中
は
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
と
と
も
に
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く

◦�

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

か
ら
の
油
漏
れ
の
有
無
を
確
認
す
る

◦�

避
難
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

 

地
震
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

 

（
電
気
や
ガ
ス
の
復
旧
、
避
難
か
ら
も
ど
っ
た
ら
）

◦�

ガ
ス
機
器
、
電
化
製
品
及
び
石
油
器

具
の
使
用
を
再
開
す
る
と
き
は
、
機

器
に
破
損
が
な
い
こ
と
、
近
く
に
燃

え
や
す
い
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る

◦�

再
通
電
後
は
、
し
ば
ら
く
電
化
製
品

に
異
常
（
煙
、
に
お
い
）
が
な
い
か

注
意
を
払
う

 

日
頃
か
ら
の
対
策

◦�

自
分
の
地
域
で
の
地
震
火
災
に
よ
る

影
響
を
把
握
す
る

◦�

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
等
へ
参
加

す
る

◦�

地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
す
る
な
ど

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の

寿
命
は
10
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
電
子
部

品
の
劣
化
等
に
よ
る
故
障
の
お
そ
れ
も
あ

る
た
め
、
設
置
後
10
年
を
目
安
に
本
体
の

交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

し
、
発
災
時
の
対
応
要
領
の
習
熟
を

図
る

　

消
防
庁
で
は
、
地
震
火
災
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
等
を
過
去
の
事
例
を
も
と
に

紹
介
し
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
措
置
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
、
安
全
装
置

付
き
の
暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
、
日
常

で
の
地
震
火
災
対
策
に
つ
い
て
周
知
す

る
映
像
資
料
及
び
地
震
火
災
を
防
ぐ
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

制
作
し
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

お
役
立
て
下
さ
い
。

消防庁ＨＰ「地震火災　～あなたの命を守るために出来る事～」

https://www.fdma.go.jp/mission/
prevention/suisin/post-2.html

毎
年
千
人
近
く
の
方
が

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

重点目標

住宅防火対策の推進
製品火災の発生
防止に向けた
取組の推進

乾燥時及び強風時
の火災発生防止

対策の推進

多数の者が集合する
催しに対する火災

予防指導などの徹底

放火火災防止対策
の推進

特定防火対象物
などにおける防火
安全対策の徹底

2020 年度　全国統一防火標語

その火事を　防ぐあなたに　金メダル

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

全
国
統
一
防
火
標
語
ポ
ス
タ
ー

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

●定期的な作動確認
点検ボタンを押すか点検ひも
をひっぱり、定期的（※ 1）
に作動確認をしましょう。

作動確認をしても警報器に
反応がなければ、本体の故
障か電池切れです。（※ 2）
警報器の本体または電池を
交換しましょう。

●古くなったら交換
火災警報以外の警報が鳴った
場合

本体の故障か電池切れです。
（※ 2）警報器本体を交換
しましょう。

※ 1　�住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約 10 年とされています。警報器の作
動確認は、春秋の火災予防運動の時期に行うなど、定期的に実施してください。

※ 2　�故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーに
お問い合わせください。なお、電池切れと判明した警報器が設置から 10 年以
上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくな
ることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

地
震
火
災
に
つ
い
て

消
防
庁
の
対
応

地
震
火
災
を
防
ぐ

主
な
ポ
イ
ン
ト

消防署からのお知らせです

地震火災を防ぐポイント
地震火災対策きちんと出来ていますか？

事前の対策

地震直後の行動

地震発生からしばらくして（電気やガスの復旧、避難からもどったら）

日頃からの対策

住まいの耐震性を確保しましょう

停電中は電気器具のスイッチを切るとともに、
電源プラグをコンセントから抜きましょう
避難するときはブレーカーを落としましょう

ガス機器、電気器具及び石油器具の使用を再開
するときは、機器に破損がないこと、近くに
燃えやすいものがないことを確認しましょう

消防団や自主防災組織等へ
参加しましょう

石油ストーブや石油ファンヒーターからの
油漏れの有無を確認しましょう

再通電後は、しばらく電気器具に異常が
ないか注意を払いましょう（煙、におい）

地域の防災訓練へ参加するなどし、
発災時の対応要領の習熟を図りましょう

感震ブレーカーを設置しましょう

住宅用消火器等を設置し
使用方法について確認しましょう

家具等の転倒防止対策（固定）を
行いましょう

ストーブ等の暖房機器の周辺は整理整頓し、
可燃物を近くに置かないようにしましょう

住宅用火災警報器を設置しましょう

分電盤タイプ
簡易タイプ

コンセント
タイプ

連動型住宅用火災警報器

※交換の際は連動型住宅用火災警報器などの付加的な機能を併せ
持つ機器へ交換しましょう。
※設置場所については市町村条例で定められています。
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テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
時
間
や
場
所
を
有
効

に
活
用
で
き
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
の
拡
大
予
防
や
、

災
害
発
生
時
も
含
め
た
業
務
継
続
と
い
う

観
点
か
ら
も
有
効
か
つ
重
要
で
す
。

　

一
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
り
、

端
末
の
持
ち
出
し
や
私
用
端
末
の
利
用
も

想
定
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
組
織
内

利
用
の
み
を
想
定
し
て
い
た
従
来
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
加
え
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
的
な
視
点
か
ら
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
実
施
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

総
務
省
で
は
、
こ
う
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク

実
施
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
不
安
を
払

拭
し
、
安
心
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
・

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、従
来
か
ら「
テ

レ
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

考
え
方
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

総
務
省
と
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
理
事
長　

徳
田 

英
幸
）
は
、
多
言
語
音
声
翻
訳
技

術
の
新
た
な
活
用
方
法
の
「
ア
イ
デ
ア
」

と「
試
作
品（
Ｐ
ｏ
Ｃ
）」を
募
集
す
る「
多

言
語
音
声
翻
訳
コ
ン
テ
ス
ト
（
第
３
回
）」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
世
界
の
「
言
葉
の
壁
」
を

な
く
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
自
由
な
交
流

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画

2
0
2
5
」
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、

優
秀
作
品
に
は
総
務
大
臣
賞
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

賞
等
を
授
与
し
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
ア
イ
デ
ア
部
門
」

と
「
試
作
品
（
Ｐ
ｏ
Ｃ
）
部
門
」
の
２
部

門
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
「
ア
イ
デ
ア
部
門
」
で
は
、世
界
の
「
言

葉
の
壁
」
を
な
く
す
新
し
い
「
ア
イ
デ
ア
」

を
、「
試
作
品
（
Ｐ
ｏ
Ｃ
）
部
門
」
で
は
、

世
界
の
「
言
葉
の
壁
」
を
な
く
す
新
し
い

ア
プ
リ
・
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
の
試
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
専
用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

御
応
募
い
た
だ
い
た
「
ア
イ
デ
ア
」
及
び

「
試
作
品
（
Ｐ
ｏ
Ｃ
）」
に
つ
い
て
選
考
の

後
、
一
次
審
査
通
過
者
に
は
、
令
和
３
年

１
月
30
日
（
土
）
に
開
催
す
る
「
多
言
語

音
声
翻
訳
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
の

上
、
優
秀
作
品
を
選
定
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

中
学
生
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。
世
の
中
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
発

想
・
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

②
手
引
き
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
未
導
入
で
あ
っ
た
中
小
企
業
等

に
お
い
て
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
が
広
ま

る
中
で
、
従
来
の
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
加
え
て
、
よ
り
実

践
的
か
つ
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
内
容

の
文
書
と
し
て
、
手
引
き
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
）
を
本
年
９
月
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

本
手
引
き
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
任

担
当
が
い
な
い
よ
う
な
中
小
企
業
等
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
管
理
担
当
者
（
専
門
用
語

に
つ
い
て
仕
組
み
の
詳
細
ま
で
は
わ
か
ら

な
い
が
、
利
用
シ
ー
ン
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
レ
ベ
ル
の
方
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
際
に
最
低

限
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
実
に
確
保
し
て

も
ら
う
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、手
引
き
に
合
わ
せ
て
、テ
レ
ワ
ー

ク
用
ソ
フ
ト
の
設
定
解
説
資
料
も
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
無
料
相
談
窓
口

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に

つ
い
て
、
手
引
き
等
だ
け
で
は
適
切
か
つ

十
分
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
不
安
や
、
具
体
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
方
法
、
そ
し
て
ル
ー
ル
作
り
や

自
社
の
実
施
状
況
の
適
切
性
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
等
を
相
談
で
き
る
専
門
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
門
家
に
対
し
て
、

無
料
で
気
軽
に
相
談
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
を
検
討
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

確
実
に
実
施
で
き
て
い
ま
す
か
？

多
言
語
音
声
翻
訳
コ
ン
テ
ス
ト（
第
３
回
）の
開
催

︱「
言
葉
の
壁
」を
な
く
す
新
し
い
ア
イ
デ
ア
・
試
作
品
を
募
集
し
ま
す
︱

■募集部門
　アイデア部門、試作品（PoC）部門

■応募締め切り
　2020 年 11月 27 日（金）

■応募資格
　中学生以上

■応募方法
　専用 web サイト（https://tagen.co.jp/）応募フォームから web 上で応募

■コンテストの日時・場所
　2021 年 1月 30 日（土）　MY PLAZA ホール
　※新型コロナウイルス感染症の影響により、開催方法が変更となる可能性があります。

■表彰について
　両部門において優秀作品に総務大臣賞、NICT 賞を授与予定

https://tagen.co.jp/

総務省　情報流通行政局　情報流通振興課
Tel: 03-5253-5748

お問い合わせ先

【想定読者層】 【想定読者層】
システム管理者の
ほか経営層や利用
者を幅広く対象

専任の担当や部門
が存在

基 本 的 な IT 用 語
は仕組みとして理
解しているレベル

基本的なシステム
設定作業は、補助
解説なく実施可能

システム管理担当
者向け

専任の担当・部門
は存在しない

基 本 的 な IT 用 語
は聞いたことがあ
るレベル

基本的なシステム
設定作業は検索し
ながら実施可能

（2018 年 4月）
（第 4版）

（2020 年 9月）
（初版）

テレワーク方式を特定
し、その方式に対応す
るチェックリストを確認

チェックリストは最低限
のセキュリティを確実に
確保してもらうためのも
のに限定

テレワーク用ソフトにつ
いて、設定解説資料を作
成し具体的設定を解説

追
加

テレワークにおけるセキュリティ確保
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/cybersecurity/telework/

③セキュリティ無料相談窓口

①テレワークセキュリティ
ガイドライン

②中小企業等担当者向けテレワーク
セキュリティの手引き（チェックリスト）

テレワークのセキュリティ対策について
専門家による無料相談

（電話・メール・オンライン会議等）
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Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ 

Ｈ
Ｐ
（
総
務
省
英
文
情
報
通
信
サ
イ
ト
）
を

全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
う
え
、

多
言
語
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
政
策
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

MIC NEWS

04　

総
務
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
政
策
情
報
を
発

信
す
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ

ｙ
」
サ
イ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
、
英
語
ペ
ー

ジ
の
み
で
し
た
が
、
こ
の
度
、
サ
イ
ト
を

全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も

に
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ

ア
語
、
中
国
語
を
加
え
、
５
か
国
語
に
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
政
策
情
報
の
情
報
発
信
を
始

め
ま
し
た
。

　

本
年
５
月
に
総
務
省
海
外
展
開
行
動
計

画
２
０
２
０
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
協

力
・
貢
献
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、英
語
圏
の
み
な
ら
ず
、

非
英
語
圏
の
ユ
ー
ザ
ー
層
の
関
心
も
掘
り

起
こ
し
、
総
務
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
に
関
す

る
理
解
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
多
言

語
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
政
策
情
報
の
発
信

を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
協
力
・
貢
献
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
モ
バ
イ
ル

用
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ー
ジ
も
新
た
に
作
成
し
、

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/eng/
index.html　

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/fr/
index.html

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/esp/
index.html

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/rus/
index.html

https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho_tsusin/chs/
index.html

English

Français

Español

русский

中文

モバイルサイトPC サイト
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